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地
名
を
あ
る
く

は
、
隣
に
あ
っ
た
「
割
出
村
」
と
合
併
し

て
、「
松
岡
村
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
に
は
、
春
木
（
拙
稿
「
地
名
さ
ん
ぽ
」

＝「
春
木
」参
照
）や
大
津
寄（
同「
地
名
を

あ
る
く
」=

大
津
寄
」
参
照
）、
西
に
は
、

宇
治
町
宇
治
や
成
羽
町
羽
山
が
、
南
に

は
、
落
合
町
福
地（「
地
名
さ
ん
ぽ
」=

「
福

地
」
参
照
）
が
、
そ
し
て
北
に
は
、
陣じ

ん

山や
ま

（
五
九
八
・
七
㍍
）
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

松
岡
付
近
は
、
老
年
期
の
吉
備
高
原
面
に

あ
っ
て
、
標
高
四
〇
〇
㍍
～
五
五
〇
㍍

ぐ
ら
い
の
小
起
伏
の
高
原
上
に
村
が
開

け
集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
く
ぼ
に

は
水
田
が
開
け
、
丘
の
部
分
に
は
山
砂

利
層
（
礫れ

き

層
）
が
分
布
し
て
赤
土
が
多
く
、

畑
作
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
近
に
は

「
迫さ

こ

」
と
か
「
ソ
ネ
」「
野
呂
」
な
ど
の
地
名

が
見
ら
れ
、
吉
備
高
原
の
地
形
の
特
徴

が
分
か
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
高
原

の
地
形
を
野
呂
地
形

3

3

3

3

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

北
の
陣
山
の
す
そ
の
県
道
沿
い
に
は
、

市
内
で
最
古
の
旧
石
器
群
《
サ
ヌ
カ
イ
ト

（
安
山
岩
）製
の
石せ

き

槍そ
う（
や
り
）・
ス
ク
レ
ー

バ
ー
（
石
の
側
ふ
ち
や
端
に
刃
を
付
け
た

石
器
）》
と
縄
文
時
代
早
期
（
一
〇
〇
〇
〇

～
六
〇
〇
〇
年
前
）
の
遺
物
（
押お

し

型が
た

文も
ん

土ど

器き

や
羽は

縄じ
ょ
う

文も
ん

土ど

器き

な
ど
）
が
出
土
し
て
い

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
成
羽
八
幡
神
社
旧
記
」（
万
治
二
年
＝

一
六
五
九
）
大
元
八
幡
宮
司
「
渡
辺
家
文

書
」（「
成
羽
町
史
」）に「
西
野
々
村
」は「
荒

巻
き
と
云
道
具
を
取
て
還
り
け
れ
ば
、
荒

巻
八
幡
と
奉
り
…
」
と
あ
り
、
戦
国
期
の

成
羽
庄
六
カ
村
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
毛
利
氏
の
支
配
か
ら
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
か
ら
幕
府
領
と
な
り
、

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
は
松
山
藩
領
、

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
は
再
び
幕
府

領
、
同
八
年
に
は
松
山
藩
領
と
支
配
が
移

り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
備
中
誌
」
に
よ
る
と
「
西
野
々
村
」
石

高
六
七
八
石
余
り
と
あ
っ
て「
天
保
郷
帳
」

（
天
保
五
年=

一
八
三
四
）
で
も
六
七
八

石
余
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
嘉
永
六
年
頃

（
一
八
五
三
頃
）
の
記
録
に
よ
る
と
家
数

五
八
軒
、
人
数
一
八
四
人
で「
西
野
々
村
」

東
西
七
町
、
南
北
一
二
町
だ
っ
た
と
記
録

し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
備
中
村む

ら

鑑か
が
み」（
万
延

元
年
頃=

一
八
六
〇
頃
）
に
よ
る
と
「
板

倉
周す

お
う
の
か
み

防
守
様 

御
城
下
松
山
」
と
し
て
「
西

野
々
村
大
庄
屋
東
財
次
郎 

六
七
八
石
余

り
、
割
出
村
庄
屋
藤
井
恵
佐
太 

六
一
五

石
余
り
」
と
し
て
い
ま
す
。
庄
屋
の
東
財

次
郎
は
割
出
村
の
庄
屋
を
兼け

ん

帯た
い

し
て
い
た

の
で
す
。

　
「
西
野
々
」
と
「
割
出
」
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

で
あ

る
八
幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。
大た

い

永え
い

三
年

（
一
五
二
三
）成
羽
鶴
首
城
主
三
村
家い

え

親ち
か

が

建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
神
社
で
、
か
つ

て
は
荒
巻
八
幡
宮
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。（
渡
辺
文
書「
成
羽
八
幡
旧
記
」）本
殿

は
唐か

ら

破は

風ふ

・
照
り
屋
根
で
斗と

梹き
ょ
うも
す
ば
ら

し
い
本
殿
が
あ
り
ま
す
）
割
出
の
野
呂
に

は
、
宝
暦
二
年（
一
八
五
二
）創
立
と
い
わ

れ
る
磐い

わ

裂さ
く

神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社

は
、
も
と
も
と
三
代
妙み

ょ
う

見け
ん

宮ぐ
う

だ
っ
た
も
の

を
明
治
五
年
に
岩
の
信
仰
に
依
る
磐
裂
神

社
に
改
称
さ
れ
た
も
の
で
す
。
寺
院
で
は

中な
か

筋す
じ

に
天
台
宗
神じ

ん

護ご

寺
が
あ
り
ま
す
。
本

尊
は
不
動
明
王
で
江
戸
初
期
の
創
立
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世
、
尼
子
と

の
合
戦
の
と
き
築
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

「
馬ま

之ん

城じ
ょ
う」
が
あ
り
、
山
を
掘
り
き
っ
た
土

塁
の
あ
と
も
残
っ
て
い
て
、
中
世
の
砦

と
り
で

跡

な
の
か
、
そ
れ
と
も
中
世
豪
族
屋
敷
跡（
土

居
）
な
の
か
興
味
を
そ
そ
る
史
跡
な
の
で

す
。
北
の
陣
山
は
、天
文
元
年（
一
五
三
二
）

尼
子
晴
久
が
松
山
城
を
攻
撃
し
た
と
き
に

陣
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
明
治
維

新
に
は
、
松
山
藩
の
洋
式
軍
事
教
練
の
場

所
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
西
野
々
」
と
い
う
地
名
は
「
西
に
あ
る

野
原
」と
い
う
意
味
だ
と「
日
本
地
名
大
辞

典
」（
角
川
書
店
）
に
書
い
て
い
ま
す
。
確

か
に
山
に
対
す
る「
野
原
」の
意
味
か
、
ま

た
は「
田
畑
」の
意
味
を
表
す「
野
々
」か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
は
、
地
形
の「
野

呂
」
が
変
化
し
て
「
野
々
」
と
い
う
地
名
に

な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　
「
西に
し

野の

の々

」と
い
う
地
名
は
、
松
原
町
松

岡
に
あ
る
地
名
で
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

八
年（
１
８
７
５
）ま
で
あ
っ
た「
西
野
々

村
」
と
い
う
村
名
で
あ
り
ま
し
た
。
今
で

も
地
域
の
人
々
は
「
西
野
々
」
の
地
名
を

使
っ
て
呼
ん
で
い
ま
す
。
明
治
八
年
に

八
十
一
　 
松
原
町 

西
野
々

「西野々」中筋方面のくぼ遠景

学園だより学園だよよよりりり

■問い合わせ　成羽病院事務局（☎�３１１１）

成 羽 病 院 通 信

■問い合わせ　順正学園入試広報室（☎�７１７８、FAX �０７６８）

　３月に入り吹く風も暖かく感じるようになり、クロッカスや水仙の花が周辺
に明るい彩りを放っています。また、卒業、入学の言葉を耳にすると、病院で
の新たな年度のスタートに気持ちの引き締まる思いがしています。
　当院では、昨年より、病院ボランティアを募集したところ、多くの方にご参
加いただき、現在は、週一度お花を生けていただいています。野に咲く花を、
院内の各所に飾り、季節を感じていただくことにより、少しでも患者さんの癒
しになればと思います。患者さん同志、「これは何の花？」「もう水仙が咲くん
ですね」と花を話題に会話の輪が広がる場面を目にし、病院が地域の皆様のコ
ミュニケーションの場になることを再認識しました。

成羽病院　総看護師長　芳賀 佳子

　順正学園は、学生だけでなく市民の皆さんに
もご利用いただけるよう、広く施設を開放して
います。今回は順正学園高梁キャンパス内にあ
る施設を紹介します。

順正学園高梁キャンパスの紹介

①高梁市子育て支援センター「ゆう・ゆうひろば」
　�　短大９号館（平成24年度からは専門学校介護福祉学科棟）１階です。平日の午前10時から午後４時
まで利用でき、駐車場もあります。詳しくは高梁市子育て支援センターまで。
　（お問い合わせ先　高梁市子育て支援センター　電話：0866-22-2450）

②国際交流会館食堂「エスペランサ」
　３月末までは、イタリア人シェフのアレージ・ジョルジョ氏によるランチが食べられます。営業時間
は午前11時30分から午後２時30分です。数量限定のため、売り切れの場合はご了承ください。
　なお、ランチをご利用される場合は国際交流会館前に駐車できます。国際交流会館内には他にも売店、
書店（※いずれも時期によっては営業していない場合あり）もあります。
（お問い合わせ先　順正学園　電話：0866-22-3517）

③吉備国際大学附属図書館
　�　吉備国際大学２号館、10号館、14号館の3か所にあります。一般の方のご利用について、貸出は行っ
ておりませんが、図書・雑誌の閲覧と著作権の範囲内で複写をすることができます。平日の午前9時20
分から午後５時までご利用可能です。（※時期によって開館時間が異なります。詳しくは吉備国際大学
附属図書館ホームページ http://library.kiui.ac.jp/ またはお電話にてご確認ください。）
　（お問い合わせ先　吉備国際大学附属図書館　電話：0866-22-7871）

　また、患者さん手作りの展示コーナーを設けており、患者
さんから、展示用に作品を届けていただいています。作品を
見られた患者さんの中には、自分も作りたいとメモをとられ
ている方もおられます。成羽病院も夏には完成予定です。新
病院においても、広く病院ボランティアや作品展示をお願い
することにしていますので、お気軽にご連絡ください。今後、
さらに地域の皆さまと共に歩み、親しまれ、信頼される病院
を目指してまいります。

～地域の皆さまと共に～

手作りのおひな様がたくさん並んでいます

①

②

③
③

③


